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平成31（2019）年度 

名古屋大学大学院工学研究科 

土木工学専攻 
 

 博士前期課程・博士後期課程 

  

入  学  試  験  案  内 
 

この案内書は，平成31（2019）年度名古屋大学大学院工学研究科博士前期課程・博士後期課程学生募

集要項の説明を補い，土木工学専攻の受験に際して必要な事項を記すものである．したがって，上記の

学生募集要項を必ず入手した上で，手続きを行う必要があるので，留意されたい． 

本専攻は土木工学系の学科出身者に限らず，土木工学に興味を持つ工学部の他系学科，理学部，農学

部，経済学部，文学部等の卒業生にも広く門戸を開いており，専門部門の試験においてそれぞれの専門

性を考慮した問題を用意している．詳しくは「３．一般選抜試験の筆記試験科目の選択方法ならびに出

題範囲 専門部門」の項を参照されたい．なお，不明な点は下記へ問い合わせていただきたい． 

  

           〒464-8603 名古屋市千種区不老町C1-3(651) 

               名古屋大学大学院工学研究科 

               土木工学専攻事務室 

                 （電話 052-789-3735） 

  

◎博士前期課程 

  

１．入学試験科目及び日程 

  入学試験の科目及び日程は次のとおりである． 

 ・筆記試験免除を希望する者の願書受付期間：平成30年6月13日（水）～ 同年6月14日（木） 

 ・筆記試験免除を希望しない者の願書受付期間：平成30年7月9日（月）～ 同年7月12日（木） 

   ・入試期日及び科目 

 本専攻は筆記試験免除の制度があり，願書においてこれを希望した者は，次表の日程で審

査が行われる．書類選考または面接試験において選抜から漏れた者は一般選抜試験（筆記試

験）を受験することができる．なお，この制度での選抜は土木工学系の学科出身者に限る． 

＜筆記試験免除者選抜＞ 

月  日 時  間 事  柄 試 験 場 

7 月 6 日（金）  書類選考結果の本人宛発送  

7 月 21 日（土） 9:30～17:00 面接試験 工学部 9号館 911 講義室

（集合場所） 

7 月 27 日（金）  面接試験結果の本人宛発送  

8 月 23 日（木） 面接試験結果通知

時に通知する． 

専攻教員全員による口頭試問

（一般選抜試験に同じ） 

工学部 9号館 911 講義室

（集合場所） 

 筆記試験免除を希望していない者および，筆記試験免除者選抜において選考に漏れた者は

次の日程での一般選抜試験（筆記試験・口頭試問）を受験する． 

＜一般選抜試験＞ 

月  日 時  間 科 目 名 試 験 場 

8 月 21 日（火） 13:30～16:30 1.基礎部門 環境総合館レクチャー

ホール※ 8 月 22 日（水）  9:00～13:00 2.専門部門 

8 月 23 日（木） 筆記試験当日 

通知する． 

3.専攻教員全員による口頭 

試問 

工学部 9号館 911 講義室

（集合場所） 

     ※変更の可能性あり．詳細は願書提出時に配布される試験場一覧を確認すること． 

・合格発表日   平成30年9月7日（金）（筆記試験免除者も同時） 
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２． 筆記試験免除者選抜試験 

 本専攻では，学業成績が特に優秀で，かつ本専攻での勉学に高い意欲を持つ者に対して筆記試

験免除者選抜を実施する． 

 筆記試験免除者選抜の希望者のうち，書類選考に合格した者は面接試験を受ける． 

 本専攻の筆記試験免除者選抜の希望者は，願書提出時（平成30年6月13日（水）～平成30年6月

14日（木））に，TOEFLまたはTOEICのスコアシートを提出することを必須とする．スコアシート

の提出方法について，以下の点に注意するとともに，「平成31年度名古屋大学大学院工学研究科

博士前期課程学生募集要項」を必ず確認すること． 

(a) 平成28年6月1日以降に実施されたTOEFL／TOEICのスコアのみ提出可能とする．TOEFL につい

ては，PBT(Paper-Based Test)及びiBT(Internet-Based Test)のスコアを有効とする．TOEIC

の団体特別受験制度（IP：Institutional Program）およびTOEFLの団体向けテストプログラ

ム（IPT：Institutional Testing Program）のスコアは受け付けない． 

(b) TOEFLについては，“Official Score Report”が平成30年6月14日（木）17時までに届くよう，

余裕をもって送付依頼手続きを行うこと．送付依頼の際にINSTITUTION CODEは0312，DEPT. 

CODEは65を指定すること．また，送付依頼したスコアに対応するExaminee Score Reportのコ

ピーを，願書と一緒に提出すること．なお，“Official Score Report”不着の場合に備えて，

試験期間中はExaminee Score Reportの原本を必ず携帯すること． 

(c) TOEIC については，“Official Score Certificate”＜公式認定証＞の原本を，願書と一緒

に提出すること． 

(d) 提出したスコアシートの返却には応じられない．また，一度提出したスコアシートの差し替え

にも応じられない．ただし，筆記試験免除者選抜において不合格となった場合は，平成30年8

月2日（木）まではスコアシートの再提出を認める．再提出に際しての提出方法は，「平成31

年度名古屋大学大学院工学研究科博士前期課程学生募集要項」を確認すること． 

(e) スコアシート提出期限までの間に開催されるTOEFL/TOEICの試験は，その回数が限られている．

これからTOEFL/TOEIC を受験する者は試験開催日程に注意すること． 

(f) TOEFL/TOEIC に関する詳細は下記のホームページを参照するか，または試験の実施機関に問

い合わせること． 

  TOEFL: http://www.cieej.or.jp/toefl/index.html 

  TOEIC: http://www.toeic.or.jp/index.html 

 また，異なる試験間でのスコアの換算は以下の方法で行われる．なお，スコアの換算について

不明な点は土木工学専攻事務室までお問い合わせください． 

(a) TOEFL(iBT)からの換算は，TOEFL 公式HP に示されている換算表に基づいてTOEFL(PBT)に換算

する． 

(b) TOEIC からの換算は，以下の式を使用してTOEFL(PBT)に換算する． 

TOEIC スコア×0.348＋296＝TOEFL(PBT)スコア 

(c) 以上の換算方法は，今回の試験のみに適用されるものとする． 

 

３． 一般選抜試験の筆記試験科目の選択方法ならびに出題範囲 

 出題範囲については 8 ページの「名古屋大学大学院工学研究科（土木工学専攻）平成 31 年度博

士前期課程入学試験学力検査出題範囲」を参照のこと． 

 

 ・外国語 

 英語のみ．志願者全員必須とする．成績はTOEFL（Test of English as a Foreign Language）

またはTOEIC(Test of English for International Communication)スコアの提出により判定す

る．ただし，スコア換算を認めるのはTOEFL, TOEIC のみとし，平成28年6月1日以降に実施された

TOEFL／TOEICのスコアのみ提出可能とする．TOEFL については，PBT(Paper-Based Test)及び

iBT(Internet-Based Test)のスコアを有効とする．TOEICの団体特別受験制度（IP：

Institutional Program）およびTOEFLの団体向けテストプログラム（IPT：Institutional 

Testing Program）のスコアは受け付けない． 

 スコアシートは以下の点に注意し，願書提出時（平成30年7月9日（月）～平成30年7月12日

（木））に，他の出願書類と併せて提出すること．なお，スコアシートの提出方法について，

「平成31年度名古屋大学大学院工学研究科博士前期課程学生募集要項」を必ず確認すること． 
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(a) TOEFLについては，“Official Score Report”が平成30年7月12日（木）17時までに届くよ

う，余裕をもって送付依頼手続きを行うこと．送付依頼の際にINSTITUTION CODEは0312，

DEPT. CODEは65を指定すること．また，送付依頼したスコアに対応するExaminee Score 

Reportのコピーを，願書提出時に他の出願書類と併せて提出すること．なお，“Official 

Score Report”不着の場合に備えて，試験期間中はExaminee Score Reportの原本を必ず携帯

すること． 

(b) TOEIC については，“Official Score Certificate”＜公式認定証＞の原本を提出するこ

と． 

(c) 提出したスコアシートの返却には応じられない．また，一度提出したスコアシートの差し替

えにも応じられない． 

(d) スコアシート提出期限までの間に開催されるTOEFL/TOEICの試験は，その回数が限られてい

る．これからTOEFL/TOEIC を受験する者は試験開催日程に注意すること． 

(e) TOEFL/TOEIC に関する詳細は下記のホームページを参照するか，または試験の実施機関に問

い合わせること． 

  TOEFL: http://www.cieej.or.jp/toefl/index.html 

  TOEIC: http://www.toeic.or.jp/index.html 

また，スコアの外国語試験の点数への換算は以下の方法で行われる．なお，スコアの換算につい

て不明な点は土木工学専攻事務室までお問い合わせください． 

(a) TOEFL(PBT)からの換算は，600 点以上を満点に相当する200 点，400 点以下を0 点として，

以下の式を用いる． 

  TOEFL(PBT)スコア－400＝換算点 

(b) TOEFL(iBT)からの換算は，TOEFL 公式HP に示されている換算表に基づいてTOEFL(PBT)に換算

した後，(a)の方法を適用する． 

(c) TOEIC からの換算は，以下の式を使用してTOEFL(PBT)に換算した後，(a)の方法を適用する． 

TOEIC スコア×0.348＋296＝TOEFL(PBT)スコア 

(d) 以上の換算方法は，今回の試験のみに適用されるものとする． 

 

 ・基礎部門 

   応用数学3問および小論文1問を出題し，これらの問題から3問を選択解答する． 

 

 ・専門部門 

 専門部門については，以下の「専門部門 A」（土木工学系），「専門部門 B」（土木工学系以外）

のいずれかを選択する． 

専門部門 A（土木工学系） 

「構造・材料工学」より3問，「地盤工学」，「水工学」，「計画学」，「環境工学」の4つの

科目より，それぞれ2問出題し，これらの問題から5問を選択解答する．ただし，1つの科目より

選択可能な問題は2問までとする． 

出題範囲については8ページの表「入学試験学力検査出題範囲」の専門部門Aの項を参照のこと． 

 

専門部門 B（土木工学系以外） 

 本専攻では土木工学系以外の学科出身者にも広く門戸を開き，専門部門 Bの試験において社会

基盤工学や環境管理に資する土木工学系以外の分野でのそれぞれの専門性を考慮した問題を用

意している． 

専門部門 B では，(1)「社会基盤開発・環境管理」に関する問題（専門部門 B において共通の

問題）と，(2)土木工学の中で入学後に希望する専門分野から出題される問題の 2 つに対して解

答する．(2)の出題にあたっては，受験者の出身分野に応じた問題が用意される．出題範囲につ

いては 8ページの表「入学試験学力検査出題範囲」の専門部門 Bの項を参照のこと．本専攻での

各分野に関する詳細は，9 ページの表「指導教員および教育研究内容一覧表」および土木工学専

攻ホームページ（http://www.civil.nagoya-u.ac.jp/index-j.html ）を参照のこと． 

 

 

専門部門選択に関する注意 
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i) 志願者の出身学科が土木工学系の場合は必ず「専門部門 A」を選択する． 

ii) 志願者の出身学部，学科が土木工学系以外の場合は「専門部門 A」，「専門部門 B」

のどちらを選択してもよい． 

iii) 「専門部門 A」を選択した場合，志願者の出身学科に拘らず「専門部門 A」で受験

する．こちらから確認の通知はしない． 

iv) 「専門部門 B」を選択した場合，志願者の出身学部，学科，専門分野について書類

審査を行う．その参考とするので，出身学科のシラバス（授業要目）のコピーを 1

部提出すること．審査の結果，志願者が土木工学系の学科出身者であると判断され

た場合には，「専門部門 A」で受験しなければならない．「専門部門 B」での受験が

許可されたか否かについては，7月 20 日（金）までに志願者に通知するので，自分

の宛名を書いた返信用はがき（切手貼付）を必ず同封すること． 

 

専門部門選択調査用紙の提出 

 志願者は，別紙「土木工学専攻（博士前期課程）入学試験専門部門選択調査用紙」に必要事項を

記入して同封の「名古屋大学大学院工学研究科土木工学専攻事務室内 土木工学専攻入試係 宛」

の封筒（切手は各自で貼付）に入れて返送すること（筆記試験免除を希望する場合は6月 14日（木），

筆記試験免除を希望しない場合は 7月 12 日（木）までに必着）．なお，「専門部門 B」を選択した

場合は，出身学科のシラバス（授業要目）のコピー1部および自分の宛名を書いた返信用はがき（切

手貼付）を同封すること． 

 

４． 募集人員 

 「平成30年度名古屋大学大学院工学研究科（博士前期課程）学生募集要項」に記載されている

ように，土木工学専攻の博士前期課程の募集人員は36名である． 

 

５． 試験に際しての持参品 

 受験に際しては受験票を必ず持参する．筆記試験に際しては筆記用具，鉛筆削り，消しゴム，

時計のみ使用してよい．電卓は大学側で準備するので持参しないこと． 

 

６． 筆記試験時の遅刻者及び途中退室者の取り扱い 

 基礎部門および専門部門において，試験終了時刻を過ぎて到着した受験生には受験を認めな

い．終了時刻前に到着し，遅刻が本人の責めに帰さない場合は，試験終了時刻の繰り下げを認め

ることがある．なお，いずれの場合も早退は認められない． 

 

７． 「名古屋大学大学院工学研究科土木工学専攻事務室内 土木工学専攻入試係 宛」の封筒で提出する

書類 

以下の書類を，筆記試験免除を希望する場合は6月14日（木），筆記試験免除を希望しない場合

は7月12日（木）までに必着で提出すること． 

・土木工学専攻（博士前期課程）入学試験専門部門選択調査用紙 

・出身学科のシラバス（授業要目）のコピー及び自分の宛名を書いた返信用はがき（専門部門B

を選択した者のみ） 

その他の出願書類（TOEFL/TOEIC のスコアシートを含む）は工学研究科博士前期課程学生募集

要項の「４ 出願書類等」，「５ 出願手続」に従って提出すること． 

 

８． その他 

この情報に変更，修正がある場合は次のホームページに掲示するので，随時確認のこと． 

     http://www.civil.nagoya-u.ac.jp/index-j.html（土木工学専攻のホームページ） 
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追記 

  ・提出書類に含まれる個人情報は，入試に関すること以外には使用しません． 

・前年度実施の試験問題の入手方法については，直接，土木工学専攻事務室に来室して問い合わ

せるか，または，封筒の表に「大学院入試についての問い合わせ」と朱書きのうえ，その旨を

記した書信と共に返信用封筒（A4サイズが入る角2 封筒に自分の住所，氏名を書き，切手※を

貼る）を同封して下記へ送付のこと． 

           〒464-8603 名古屋市千種区不老町C1-3(651) 

               名古屋大学大学院工学研究科 

               土木工学専攻事務室 

 

※2017年6月1日より，定形外郵便物の料金が改定されました． 

角2封筒については，規格内は380円，規格外は500円となりますが，必要な切手の料金は，郵便局で必
ず各自で確認してください．切手料金が不足した場合，返信用封筒が手元に届かない可能性がありま
すが，当専攻でその責任を負うことはできません． 
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◎博士後期課程 

  

 博士後期課程には，一般選抜と社会人特別選抜がある． 

  

１．入学試験科目及び日程 

  入学試験の科目及び日程は次のとおりである． 

  ・願書受付期間     平成30年7月9日（月） ～ 同年7月12日（木） 

  ・入試期日及び科目 

月  日 時  間 科 目 名 試 験 場 

8 月 21 日（火） 13:30～17:30 1.基礎部門 環境総合館レクチャー 

8 月 22 日（水）  9:00～13:00 2.専門部門 ホール※ 

 15:00～16:30 3.口述試験 筆記試験当日通知する．

8月 23 日（木） 筆記試験当日 

通知する． 

4.土木工学専攻教員 

全員による口頭試問 

工学部 9号館 911 講義室

（集合場所） 

   ※変更の可能性あり．詳細は願書提出時に配布される試験場一覧を確認すること． 

・合格発表日   平成30年9月7日（金） 

 

２．筆記試験科目ならびに口述試験 

 ・外国語 

 英語のみ．志願者全員必須とする．成績はTOEFL（Test of English as a Foreign Language）

またはTOEIC(Test of English for International Communication)スコアの提出により判定す

る．ただし，スコア換算を認めるのはTOEFL, TOEIC のみとし，平成28年6月1日以降に実施された

TOEFL／TOEICのスコアのみ提出可能とする．TOEFL については，PBT(Paper-Based Test)及び

iBT(Internet-Based Test)のスコアを有効とする．TOEICの団体特別受験制度（IP：

Institutional Program）およびTOEFLの団体向けテストプログラム（IPT：Institutional 

Testing Program）のスコアは受け付けない． 

 スコアシートは以下の点に注意し，願書提出時（平成30年7月9日（月）～平成30年7月12日

（木））に，他の出願書類と併せて提出する事． 

(a) TOEFLについては，“Official Score Report”が平成30年7月12日（木）17時までに届くよ

う，余裕をもって送付依頼手続きを行うこと．送付依頼の際にINSTITUTION CODEは0312，

DEPT. CODEは65を指定すること．また，送付依頼したスコアに対応するExaminee Score 

Reportのコピーを，願書提出時に他の出願書類と併せて提出すること．なお，“Official 

Score Report”不着の場合に備えて，試験期間中はExaminee Score Reportの原本を必ず携帯

すること． 

(b) TOEIC については，“Official Score Certificate”＜公式認定証＞の原本を提出するこ

と． 

(c) 提出したスコアシートの返却には応じられない．また，一度提出したスコアシートの差し替

えにも応じられない． 

(d) スコアシート提出期限までの間に開催されるTOEFL/TOEICの試験は，その回数が限られてい

る．これからTOEFL/TOEIC を受験する者は試験開催日程に注意すること． 

(e) TOEFL/TOEIC に関する詳細は下記のホームページを参照するか，または試験の実施機関に問

い合わせること． 

  TOEFL: http://www.cieej.or.jp/toefl/index.html 

  TOEIC: http://www.toeic.or.jp/index.html 

また，スコアの外国語試験の点数への換算は以下の方法で行われる．なお，スコアの換算につい

て不明な点は土木工学専攻事務室までお問い合わせください． 

(a) TOEFL(PBT)からの換算は，600 点以上を満点に相当する200 点，400 点以下を0 点として，

以下の式を用いる． 

  TOEFL(PBT)スコア－400＝換算点 

(b) TOEFL(iBT)からの換算は，TOEFL 公式HP に示されている換算表に基づいてTOEFL(PBT)に換算

した後，(a)の方法を適用する． 
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(c) TOEIC からの換算は，以下の式を使用してTOEFL(PBT)に換算した後，(a)の方法を適用する． 

TOEIC スコア×0.348＋296＝TOEFL(PBT)スコア 

(d) 以上の換算方法は，今回の試験のみに適用されるものとする． 

 

 ・基礎部門・専門部門 （筆記試験） 

 専攻分野の基礎となる科目．あらかじめ希望指導教員とよく連絡をとり，相談の上，基礎部

門・専門部門それぞれ 2 科目を設定する．この手続きに従って受験科目が設定されないと，受験

に際し不利益を被る恐れがある． 

 

 ・口述試験 

 筆記試験の内容およびそれに関わる学識について，出題委員による口述試験を行う． 

 

なお，受験希望者は出願後，早急に名古屋大学大学院工学研究科土木工学専攻主任あるいは希望

指導教員に連絡をとり，受験科目について指示を受けること． 

 

３． 募集人員 

 「平成31年度名古屋大学大学院工学研究科博士後期課程学生募集要項」に記載されている通

り，一般選抜の博士後期課程の募集人員は9名であるが，社会人特別選抜によって，これとは別に

若干名を受け入れることができる． 

 

４． 試験に際しての持参品 

 受験に際しては受験票を必ず持参する．筆記試験に際しては筆記用具，鉛筆削り，消しゴム，

時計のみ使用してよい．試験に電卓が必要な場合は，大学側で準備するので持参しないこと． 

 

５． 筆記試験時の遅刻者及び途中退室者の取り扱い 

 基礎部門および専門部門において，試験終了時刻を過ぎて到着した受験生には受験を認めな

い．終了時刻前に到着し，遅刻が本人の責めに帰さない場合は，試験終了時刻の繰り下げを認め

ることがある．なお，いずれの場合も早退は認められない． 

 

 

追記 

  

・提出書類に含まれる個人情報は，入試に関すること以外には使用しません． 
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名古屋大学大学院工学研究科（土木工学専攻） 

平成31年度 博士前期課程入学試験学力検査出題範囲 

 

科  目  名 主  な  出  題  範  囲 時間・配点

外 

国 

語 

英語 全員必須 
TOEFLまたはTOEICのスコアにより成績を

判定する． 
(200点) 

基 

礎 

部 

門 

小論文 
応用数学3問と小論

文1問の中から3問を

選択解答する． 

社会，経済および環境問題などに関する

小論文で，主としてその論理性を問う． 180分 

(1問100点,

合計300点)応用数学 

微分・積分，ベクトル解析，行列と行列

式，および確率・統計の基礎的事項なら

びに工学への応用 

専
門
部
門
（
Ａ
・
Ｂ
の
い
ず
れ
か
） 

専
門
部
門
Ａ 

構造・材料工

学 

「構造・材料工学」

より3問，「地盤工

学」，「水工学」，

「計画学」，「環境

工学」の4つの科目

よりそれぞれ2問を

出題し，これらの問

題から5問を選択解

答する． 

 

ただし，1つの科目

より選択可能な問題

は2問までとする．

材料の応力とひずみ，骨組構造物の解

法，マトリックス構造解析の初歩，鋼構

造の諸問題，コンクリート構造，コンク

リート材料の諸問題など 

240分 

(1問100点,

合計500点)

地盤工学 

浸透，土の基礎的性質，圧密，せん断，

斜面安定，支持力，土圧，各種室内土質

実験とその設計への適用，軟弱地盤対

策，地盤耐震工学など 

水工学 

静水力学，流れの基礎方程式，開水路・

管路の流れ，波の基本特性と変形，風

波，波圧と波力，河川・海岸構造物，河

川工学，流出過程とモデル，河川計画 

計画学 

土木計画における統計的・数理計画的手

法，費用便益分析，地域計画，都市計

画，土地利用計画，交通工学など 

環境工学 

国土開発・利用に伴う環境の保全と管

理，環境影響評価，衛生工学，大気汚

染，水質汚濁，土壌・地下水汚染，環境

システム工学など 

専
門
部
門
Ｂ 

社会基盤開

発・環境管理

国土・都市空間・社会基盤の開発・利用および環境管理など

に関する基本的事項について問う．（2問） 

専門分野 

各受験者の出身学部・学科における専門のバックグラウンド

を活かしつつ，土木工学専攻各分野（9ページ「指導教員およ

び教育研究内容一覧表」参照）での展開可能性について問う．

（3問） 

なお，これ以外に土木工学専攻全教員による口頭試問がある． 
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指導教員および教育研究内容一覧表 

専門分野 指導教員 教 育 ・ 研 究 内 容 

構造 

・ 

材料系 

舘石 和雄 教授 
鋼構造物の維持管理工学，鋼構造部材の延命化技術，鋼構造物の点

検技術，鋼・コンクリートの合成構造物の力学的挙動 

中村  光 教授 
コンクリート構造学，コンクリート構造物の耐久性力学と維持管

理，RC構造物の耐震設計，RC構造物の非線形数値解析 

加藤 準治 教授 
計算力学，構造工学，トポロジー最適設計，有限要素法，先端材料

最適設計シミュレーション，積層造形による次世代型新構造の開発

北根 安雄 准教授 
鋼構造物の残存性能評価と性能回復技術，FRP材料の土木構造物へ

の適用，極限荷重を受ける構造物の力学的挙動 

判冶  剛 准教授 

鋼構造物の疲労破壊現象の解明と維持管理，鋼構造部材の補修補強

技術，鋼橋の地震時破壊特性の解明とそのレトロフィッティング技

術の提案，土木構造物への画像処理技術の援用 

山本 佳士 准教授 

コンクリート材料・構造の経年劣化および破壊シミュレーション手

法の開発，強震動を受けるRC構造システムの崩壊シミュレーショ

ン，コンクリート構造の耐衝撃性能評価 

  

水工系 

水谷 法美 教授 
海岸構造物の耐波安定性，海岸・海洋構造物による波変形と作用波

力，津波災害のメカニズムと対策，漂砂と海浜地形変化 

戸田 祐嗣 教授 
治水と環境の調和した河川管理技術開発，植生を有する河道の流

れ・地形・環境形成機構，河川生態系シミュレーション 

中村 友昭 准教授 
流体・構造・地形変化・地盤の相互作用を考慮した海岸構造物およ

び周辺地盤の耐波安定性，津波による地形変化特性 

椿  涼太 准教授 
河川環境計測法の高度化と数値解析手法との統合化，河道地形の制

御方法の開発，洪水災害の評価および制御方法の開発 

地盤系 

中野 正樹 教授 

土の骨格構造概念に基づく自然及び人工地盤材料の力学特性評価と品

質保証，各種地盤材料強化工法原理（固化改良，締固めなど）の解

釈，平時・災害時に対応する「土砂循環型」地盤材料利用システムの

構築 

野田 利弘 教授 

飽和／不飽和土の動／静的水～土連成有限変形解析，地盤改良・補

強工等の工法原理の解明・開発，人工・自然地盤の地震時・地震後

応答解析，自然堆積地盤の生成過程の再現 

山田 正太郎 准教授 
ひずみの局所化を伴う地盤の進行性破壊，各種地盤材料の力学挙動

の記述，地盤と構造物の接触問題 

中井 健太郎 准教授 
各種土材料の静的／動的力学挙動の把握とその弾塑性記述，構造物

～地盤連成系における地震応答解析 

計画系 

山本 俊行 教授* 
自動車保有・利用行動の分析，交通行動分析，環境的に持続可能な

交通，ITS（高度道路交通システム），交通安全・事故解析 

三輪 富生 准教授* 
ITS（高度道路交通システム）技術の開発，交通行動の分析，交通

需要予測，交通均衡モデル・交通シミュレータの開発 

環境系 

片山 新太 教授* 

土壌・地下水汚染の微生物浄化，土壌・地下水汚染の浄化シミュレ

ーションと評価，化学物質の土壌生態系への影響評価，有機質廃棄

物のコンポスト化処理と地域ネットワーク，環境微生物の生態解明

林 希一郎 教授* 
環境政策，環境影響評価，生物多様性・生態系サービス評価，国際

環境協力 

国土デザ 

イン系 
中村 晋一郎 講師 

流域を軸にした国土計画，グリーンインフラ設計，気候変動の影響

評価 
 (*)未来材料・システム研究所 





 
(別紙) 

土木工学専攻（博士前期課程）入学試験 
 

専門部門選択調査用紙＜必ず提出すること＞ 
 

○受験番号                   (記入不要) 

 

○ 出身大学・学部・学科名：          大学               学部  
 

                   学科 

 

○氏 名：                                          
 

○現在の指導教員名：          （連絡先 ℡：         ）  
 

○卒業研究のテーマ：                               

 

◎専門部門において，以下のいずれの問題で受験するか（全員記入）． 

 
・専門部門 A       ・専門部門 B 

（いずれかを○で囲む） 
 

◎希望する指導教員（全員記入）：       
 

○希望する専門分野 

（専門部門Bを選択された方のみ記入，専攻入試案内 7ページ表参照）：         
 

◎名古屋大学環境土木工学国際プログラム（別添資料を参照の上全員記入，いずれかを〇で囲む） 

   ・Forefront Prorgramへの参加を（ 希望する  ・  希望しない ） 

   ・NUGELPへの参加を    （ 希望する  ・  希望しない ） 

*本回答内容は，土木工学専攻入学試験の結果に何ら影響を与えない． 

 
 
○連絡先住所：〒                          
 
                   
 
○電話番号（もしあれば）    ：          
 
○携帯電話番号（もしあれば）  ：          
 
○ファクシミリ番号（もしあれば）：         
 
○ E-mail アドレス（もしあれば） ：              
 
(注意) 
1) 同封の「名古屋大学大学院工学研究科土木工学専攻事務室内 土木工学専攻入試係 宛」の封筒

にて，筆記試験免除を希望する者は平成 30 年 6 月 14 日（木），筆記試験免除を希望しない者は同

年 7 月 12 日（木）（必着）までに送付すること． 
2) 専門部門 B 選択者は，出身学科のシラバス（授業要目）のコピー および 自分の宛名を書いた返

信用はがき（切手貼付）も同封すること． 
3) 連絡先住所，電話番号，ファクシミリ番号等の記入の際には，夏期休暇中でも確実にこちらから

の通知等が受け取れる様に配慮すること． 





平成 31 年度・工学研究科土木工学専攻博士前期課程を受験するみなさんへ 
「名古屋大学環境土木工学国際プログラム」の案内 

 
名古屋大学大学院工学研究科土木工学専攻では，環境学研究科都市環境学専攻空間環境学コースと協力して，

「アジアと日本の共発展を目指す環境土木工学人材育成プログラム（Forefront Program）」および，「名古屋大学国際

環境人材育成プログラム（NUGELP）」を実施している。両プログラムは，国際的な視野を持った技術者，研究者，次世

代の環境リーダーの育成を目的とする，全て英語で行う教育プログラムである。 
下記の説明および資料を参照の上，参加を希望する場合には，必要な手続きをとること。 

 
対象学生 
博士前期課程に入学する留学生および日本人学生 
 
プログラムの概要   ※詳細については，ホームページ（http://www.civil.nagoya-u.ac.jp/ceeipo/index.html）を参照

のこと。 
【アジアと日本の共発展を目指す環境土木工学人材育成プログラム（Forefront Program）】 

社会基盤分野における諸外国と日本の持続的な共発展に向け，土木工学と環境学を中心とする専門知識の修得

を目指すとともに，分野横断型授業による俯瞰力の向上，実地研修を通じた展開力の向上を目指す。 
【名古屋大学国際環境人材育成プログラム（NUGELP）】 

地球環境問題や持続可能な開発問題を対象に中心，事象の理解，対策技術の理解・修得，制度設計・政策運営の

能力獲得のための教育を実施する。 
【両プログラム共通】 
 地域の企業，NGO，海外の大学，国際機関などの協力を得て，国際インターンシップ（グローバル研究インターン

シップ）を実施する。 
 プログラム指定科目は全て英語で行う。また，留学生と日本人が相互に啓発しあいながら共に学ぶ。これにより，

国際的コミュニケーション能力を向上させることができる。 
 プログラム所定の学業を修めた学生には，修士学位に加えて，プログラム修了認定証を授与する。 

 
参加希望から選考、参加までの流れ 
① 「土木工学専攻（博士前期課程）入学試験専門部門選択調査用紙」の参加希望欄に「希望する」と回答すること。 
② 入試合否発表後，参加希望者のうち合格者を対象に英語面接を実施する。入試成績，英語能力，意欲などを総合

的に評価して，プログラム学生を選考する。 
③ プログラム事務局から選考結果を通知する。 
④ 入学時に，ガイダンスを実施する。 

※選考案内を含むプログラムからの連絡は，基本的にメールで行う。参加希望の受験者は必ず，「調査用紙」に

確実に受信できるメールアドレスを記載すること。特に入試合否発表前後は，定期的にメールを確認すること。 
 
注意事項 
 プログラム学生は，プログラム指定科目（指導教員によるセミナー科目 8 単位およびグローバル研究インターンシ

ップ 2 単位を含む必須科目計 18 単位，NUGELP はさらに追加で選択科目計 4 単位）を履修することが求められ

る（学位取得に必要な単位としてカウント可能）。 
 プログラム学生は通常の学生と同様に，土木工学専攻の教員の中から，自分の専門や興味にあわせて指導教員

を自由に希望することができ，それぞれの研究室に所属して専門分野について学びながら，プログラム履修を進め

る。プログラム参加については，事前に希望指導教員に相談すること。 
 プログラムが提供する科目は一部を除いて開放されている。したがって，プログラム参加学生以外の一般学生も受

講可能である。 
 

問い合わせ先： 名古屋大学環境土木工学国際プログラム事務 
〒464-8603 名古屋市千種区不老町 C1-3 名古屋大学環境総合館 401 号室  
E-mail: envleaders@urban.env.nagoya-u.ac.jp 
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